
1.遠賀中間地域の医療機関と居宅介護支援事業所及び地域包括支援センター、訪問看護ステーション間で

「入退院時情報共有シート」「訪問看護要約」統一し、活用していることを知っていますか   

A ①知っている

B ①知っている

C ①知っている

D ①知っている

E ①知っている

2.入院時における『居宅介護支援事業所（又は地域包括支援センター）から医療機関へ』の、「入院時情報共有シート」の情報提供の実施について

2-1)

A ①全ｹｰｽに実施している

B ②概ね実施している ・病院より要求される時と電話で済む場合もある為、ｹｰｽﾊﾞｲｹｰｽです。

C ③半分程度は実施している

D ②概ね実施している

E ②概ね実施している

「入退院時情報共有シート」についてのアンケート　地域包括支援センター　　　　 回収率100％　令和2年度12月調査

2-2)③④⑤送付に至らなかった理由

・介護で必要な書類にﾌﾟﾗｽして作成し直さないといけない。基本情報ﾌﾟﾗﾝ情報がｶﾊﾞｰで
きると思っている（情報共有ｼｰﾄの情報）。大きさﾌｫﾝﾄや太さ等、情報共有ｼｰﾄの設定が
変更できず、ﾊﾟｿｺﾝ上で記入できない。
・SW、看護師から連絡があったら情報提供している。
・病院が情報がほしいと言った分にのみ渡している。
・提供を求められなかった。
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3.遠賀中間地域内の情報連携において、統一して運用している書式である「入院時情報共有シート」の使用について

3-1)

A ①統一書式を使用している

B ①統一書式を使用している

C ①統一書式を使用している

D ①統一書式を使用している ・ｹｱﾏﾈ業務、ｾﾝﾀｰへの協力として運用している。

E ①統一書式を使用している

4.退院時における『医療機関から居宅介護支援事業所（又は地域包括支援センター）』への「退院時情報共有シートによる情報提供について

4-1)
4-2-1)退院後の生活支援における「退院情

報共有ｼｰﾄ」の活用状況について
4-2-2）①②どんな点がどの様に役立ってい

ますか
4-2-2）③④活用されにくい理由

A ④あまり情報提供はない ③あまり活用出来ていない
・退院時の情報提供はあるが、電話での連
絡がほとんど。いただいた情報は退院後の
生活支援に活用できている。

B ②概ね情報提供がある ②まあまあ活用できている

・入院中の病状やADL、ﾘﾊﾋﾞﾘに関して把握
した上で、訪問時にｱﾄﾞﾊﾞｲｽや注意して観察
することができる。
・治療とﾘﾊﾋﾞﾘ内容に変わりがないかを確
認。特に薬も気にして見ている。

・退院時は情報が多いので看護ｻﾏﾘｰの方
がわかりやすく非常に良い。共有ｼｰﾄでは
情報内容記入が多い。

C ⑤ほとんど情報提供はない ④ほとんど活用できていない

・ｱｾｽﾒﾝﾄ、退院後の生活、ｻｰﾋﾞｽ導入等に
ついて。
・在宅生活に向けて身体状況に応じた準備
やｻｰﾋﾞｽの検討ができる。

・病院に情報提供ｼｰﾄを頂きたいと話しても
返送がない。看護ｻﾏﾘ、ﾘﾊﾋﾞﾘｻﾏﾘは頂け
る。看護ｻﾏﾘ、ﾘﾊﾋﾞﾘｻﾏﾘほしいと話しても頂
けない事がある。
・病院からもらっていない。

D ④あまり情報提供はない ②まあまあ活用できている

・病名、薬など情報が明記されているので、
本人や家族より正確。独居の方などは特に
退院後の注意点など書いてもらっている。
入院前後でのADLの変化が確認でき、ｻｰﾋﾞ
ｽ内容の検討に活用できる。

E ③半分程度のｹｰｽは情報提供がある ②まあまあ活用できている
・ﾃﾞｲやﾍﾙﾊﾟｰ側に情報共有できる。血圧が
大事だとしたら、ｻｰﾋﾞｽ事業所に注意を促す
事ができる。

3-2）「入院時情報共有ｼｰﾄ」の運用に関することやその他意見

「入退院時情報共有シート」についてのアンケート　地域包括支援センター　　　　 回収率100％　令和2年度12月調査
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5.在宅（自宅）から高齢者等施設（特養・老健・有料老人ﾎｰﾑ・ｸﾞﾙｰﾌﾟﾎｰﾑなど）への入所時に、「情報提供」を何か行っていますか

5-1) 5-1-ⅰ)①と答えた方　どんな内容か
5-1-ⅱ)②と答えた方　どのような施設に情

報提供しているか
5-1-ⅱ)②と答えた方　どんな内容か

A ①全ｹｰｽ情報提供している ・基本情報など。

B ④情報提供はしていない

C ②入所施設によっては情報提供している
・基本情報、ﾌﾟﾗﾝ、近況などの伝達、有料老
人ﾎｰﾑ住宅型入所時は担会参加依頼。

・有料老人ﾎｰﾑ、ｻ高住。 ・経過記録等。

D ②入所施設によっては情報提供している
・有料老人ﾎｰﾑ、ｻ高住、要望のあった施
設。

・基本情報、利用状況など。

E ③要望時には情報提供している

A a.必要

B ｂ.必要ない

C a.必要

D a.必要 ・こちら側の情報と状況が大きく違う場合は、必要ないかと思う。適切なｻｰﾋﾞｽ提供がｽﾑｰｽﾞにできるよう情報共有は必須。

E a.必要 ・特に困難対応した方の情報は説明したいと思う。

6.連携体制充実に向けて

A

B

C ･ｺﾛﾅの中、退院入院ｶﾝﾌｧの機会が減っている為、書面や電話での連絡は必須。ｺﾛﾅある為面会可や不可状況によって変わる。都度情報収集必要と思っている。

D ・住民に分かりやすい情報提供をして欲しい。毎年のｱﾝｹｰﾄ結果について、集計するのみではなく、事業に反映してほしい。

E ・大きな病院との連携が時間がかかるし、書類も色々の所へ回ってしまい、わからなくなったりで連携がとりづらい。

・本人や家族の望んでいること、今までの生活や関係性など、人となりを知る上で重要だと思う。入所後の介護に活かせると思う。
・入所時、本人家族と面会があるので必要なし。
・施設側がほしいと言われる情報は、本人家族に確認をとった上で渡すべきと思っている。
・生活の事や病気等必要だと思う。

・年に1～2回おんが病院に入院する方を担当しているが、その方は10日～2週間で退院しており、おかがき病院に転院することが多い。だからなのか、入退後の情報が全く
入ってこない。息子さんもDSやﾍﾙﾊﾟｰ事業所には連絡されるが、私にはくださらない（入退院に関しては教えて下さいと伝えてないからかもしれませんが）。先月も家に電話し
てみたら、退院していたという状況だった。本人独居で認知症はないが、わざわざ連絡はしてこない。

5-2）高齢者等施設への入所時の情報共有の必要性をどのように思われますか

「入退院時情報共有シート」についてのアンケート　地域包括支援センター　　　　 回収率100％　令和2年度12月調査
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